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タを用い て推定 された 2013 年台風 第 7 号の 強度
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1 ．は じめに

　2013 年台風第 7号 （以 下 T1307）は、南鳥島近 海で 発

生 した 後西進 し、沖縄南東海上に進 ん だ 7 月 1G 目 OOUTC
には、中’L気 圧 925hPa 、最大 風速 51m ／s （気象庁速報解

析）に 達 した 。 そ の後 、 阪 進 と と もに強度を弱め た後、12
日 09UTC か ら 12UTC に か け て 、 中心 気 ぼ が 955hPa か

ら 950hPa ヘ
ー

時的に 下が り再発達 した （速報解析）．こ

の T1307 に み られ た 再発達を、今後気象庁台風解板 （事

後 解析等）で の 利 用 を 予 定 して い る、気象 研 究 所で 開発 し

た 衛星 マ イ ク ロ 波デ
ー

タ を用い た台風 強度推疋 法 に よ っ

て 検 証 した結 果 を報 告 す る，

2　衛 星 マ イク ロ 波データ を用 い た 台風強度推定

丁1307 の 強度推定は 以丁の 手法を用い て行 っ た。

（i）暖気核 の 強さを利 用 し た 申心 気託 雄 定

　NOAA 、　 METOP 衛 星 の AMSU マ イ ク ロ 波探査計の

55GHz 帯チ ャ ン ネル で 観 測 され る白 風 中 し L層 の 暖 気 核

の 強 さ （正 気撮 偏差 ）か ら 中心 気圧 を推定す る。

（ii）降水分布を利用 した最大風 速推定

　TRMM 衛 皐 の TMI マ イ ク ロ 波放射計 の 各 チ ャ ン ネル

で観測され る 降水分 布 〔パ ターン ）か ら最大 風 速を推定す

る （櫻木 ほ か 12012 年秋季大会 P185）．

3 ．結果

　図 1a に、　AMSU に よ る推定 中心 気 斑 と、気 象庁速報

解析及び ドボ ラ ッ ク法による推定中心気圧 （事後解折）の

比 較 を 示 す。発生 期 か ら最盛期 （7 日 00UTC 〜10 　 H
21UTC ）の 期 問 は、　 AMSU に よ る 推定、ドボ ラ ッ ク 法に

よる推定ともに、逮報解析値に近 い 値を 推定 して い るこ と

が 確 認 で き る，
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し か し、12 飃 12UTC 瞋 の 再 発 達時 の 推 だ で は、ドボ ラ

ッ ク 法に よ る 推 気〔値か らは 中心 気蕉 の 低 下 は 確 認 で き な

い
一

方で 、 AMSU に よ る推定値 か らは明瞭な中心気圧 の

低下 が 確 認 で き る。鬥様 に、TM 王に よ る推 定 最大 風速 も

確認す る と （図 lb ）、　 AMSU に よ る 推だ と同様、12 日

12UTC 頃の 再繕達を捉えてい る こ とが確 認 で きる v これ

らの 結果 は 、こ の 時 刻 にお け る台風強度推疋 で の マ イ ク ロ

演デ
ー

タ利 用 が有効で あ る こ と を示 唆す る もの で あ る。 こ

の 理 由 と して 、ドボ ラ ッ ク 法 にお け る婁 パ ターン 観 損崕に使

用 され る MTSAT の 赤外 チ ャ ン ネル （10．5 μ m ）は 雲頂温

度 の 観溜で あ るた め 、再 発 達 時 の 特に 中心 付近に 原 い ．ヒ暦
盡が 覆 う状況 下 （図 2a ） で は、台 風 の 詳細 構 造 を捉 え る

こ とが で きな か っ た と考 え られ る。一方、AMSU 及 び  

は、赤 外 チ ャ ン ネル で は観灘で きな い 暖気核 の 強 さ （正 気

温偏差）、降水分布をそ れ ぞ れ観灘 し、台風 の 構 造 の 特 徴

をよりよ く提えて い た 可能性 が あ る （図 2b℃ ）。

　再発達が 考え られ る期 間 中 の 12H15UTC 頃 、台風 中

心 が 与 那岡勘の ほ ぼ輿 hを遠過 した。与那国勘で観測 され

た海面 気圧 の 極小 値 は 948．4hPa （12 鐸 1509UTC ）、10

分平均風 速の 最大 は 44 ．Omls （12 　R　 1656UTC ）、最 大 瞬

間風 速 は 60．2m ／s （12　H　1637U ？C）で あっ た。今園示 し

た 衛星 観測 に よ る推定値 は、定 ．薤的 に も こ れ らの 地 上 観 測

と比 較 して 大 きな矛盾が ない e 今後 は、T1307 の 再発 達

の 原 因 を、黒 潮 の 影 響 等 の 観 点 か ら、数値 シ ミュレ ー
シ a

ン な どに よ り調査 を進 めて い きた い と考え て い る 。
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図 1： マ イ ク ロ 波デー
タ を用 い て 權定 した T1307 の 強度 と気象

庁速報解析及び ドボラ ッ ク法 による推定 との 比較 （時系列）。
（al　A瓢 SU に よ る推定中心気1駄 　 （b）TMI に よる推定最大風速。
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　　　 図 2 ： T1307 再発達時 （7 月 12 日 12UTC ）頃 の 各衛纂 観測

　 　 　 （a）　MTSAT 赤 外チャ ン ネル 輝度瀦度 （12　H　12UTC ）、（b）AMSU

　　　輝農温 慶か ら求めた 200hPa 面気温儷差 （12 日08UTC 、等潟線

　　　 は iK 毎）、（c）TMI 輝度 温度 （85（｝Hz　PCT） （12 臼 13UTC ＞。
　　　 輝 度 温度 が低 い ほ ど強 い 降承 が あ る こ とを 示 す v
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